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皆 生 温 泉 の 医 学 的 研 究 (第1報)
皆生温泉飲用の胃酸分泌に及ぼす影響
岡山大学温泉研究所 内科 (指導 森永寛教授)
河 田
Ⅰ 緒 言
皆生温泉は鳥取県の西部弓ヶ浜の基部に位
し,約60年前海岸から約 180mの沖合に漁夫
が泡ノ場といい魚類の吐く泡であると誤信し
ていたのが最初で,明治33年 (1900年)9月
頃海岸の浅東で温泉の湧くのを発見したと伝
えられているが,大正10年 (1921年)掘さく
によって地表下約42mに於いて粗面岩状安山
岩より温泉を得たといわれ,1) 第二次大戦后
急速に発展した温泉場である.専ら観光地と
して知られているのであるが最近,整肢学
園,労災病院等の医療施設も漸次整備せられ
るようになって,治療方面への活用も期待せ
られているので,吾々は皆生温泉の医学的応
用に関する実験をはじめるに当って,皆生温
泉水飲用の胃酸分泌に及ぼす影響をとりあげ
た.
皆生温泉の泉質については,弱食塩泉,3)
含塩化土類硫酸塩 ･食塩泉 2)等 と記載せ ら
れているが,海岸が波浪に浸蝕せられて某等
の源泉は次々と海中に没し,現在ではボーリ
ングによって得られた第6･8号混合泉,4)質
10号泉等が使用せられている.実験に供した
のは3馬力 ｢タ-ビン｣で,318B/分湧出し
ている第6･8号混合泉でその分析者は第 1表
の如くであった.即ち含塩化土類食塩泉に屑
する温泉であって,その味は鹸く,又少しく
義 郎
苦味を有している.
Ⅰ実 験 方 法
早朝空腹時に胃 ｢ゾンデ｣を噴下させて胃
第 1 表
皆生温泉分析表 (6,8弓･泉混合)
含塩化土類強食塩泉 昭30.12.24
性状 :無色透明無臭苦戯味を有す
PH :7.5
Rn :1.4×10ー10C./1.
比重 :1.009(15つC.)
含有成分とその分量 /kg
mg. m.V. m.V.a/o
?
?
?
?
?? ?
?
???
19.03 0.476
1512.85 65.779
0.58 0.032
1761.22 87.973
29.5 2.478
1.1 0.039
1.99 0.025
…? ? ? ?…?? ? ? ? ? ??
0.75 0.083 0.051
3327.02 156.925 100.
5713.954 156.925 100.
H2SiO3 170.5mg HBO8 3.1
CO2 3.8
総計 9252.578mg.
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液を可及的に採取后,皆生温泉水をそのまゝ
乃至は水道水で2倍に稀釈した もの200ml.
(37-38oC)を注入し,その后15分毎に105分
間に亘って10-15m1.の胃液を採取し最后に
は胃液の全量をとった.採取した胃液につい
ては,量,粘液 ･胆汁混入の有無を観察し,
遊離塩酸は予め ｢コンゴ-｣赤紙でその反応
を試み,次いで0.5% ｢ヂメチルアミドベン
ツオール｣酒精溶液を指示薬とし,総酸度は
lo/｢フエノ-ルフタレイン｣酒精溶液を指
示薬として N/10NaOH浴液を以て滴定定
量した.対照としては同様の実験を ｢コフエ
イン｣浴液200r)1(0.2gの ｢コフエイン｣を
300ml水に溶解する)を用い,仝-被験者に
ついて実験した.検査は当研究所の入院患者
21例について行った.
皆生温泉は採取后1ケ月以内のものを使用
した.
1実 験 成 績
検査した症例の胃液酸度を ｢コフエイン｣
溶液に対する遊離塩酸の最高値によって20-
10
40を正常胃願,40以上を過酸症,20以下を減
酸症とし,遊離塩酸を快くものを無酸症とし
た.過酸症13例,正常胃酸5例,減酸症2例
及び無酸症1例である.その成績を次に示す.
A.皆生温泉そのま 使ゝ用の場合 (第1図)
a) 過酸症例
6例の平均胃液酸度曲線をみると,温泉水
飲用后の胃液酸度は ｢コフエイン｣溶液に比
べ梢々低値で,殊に60分値以后は酸度抑制の
傾向が窺えるが,検査時刻の辰后では逆に高
値を示し胃酸分泌を促進した.
b) 正常胃酸例
3例の成績は45分値以后胃液酸度の分泌抑
制傾向が認められた.
C) 無酸症例
1例での観察では総酸度に大差なく,遊離
塩酸の分泌は認められなかった.
B.2倍稀釈の皆生温泉使用の場合 (第2図)
a) 過酸症例
7例の胃液酸度曲線の平均値をみると,温
泉水飲用の場合45分値以后の胃液酸度は対照
にくらべて総酸度,遊離塩酸の何れ も減少
第1図 皆生温泉飲用と胃液願度 (そのま )ゝ
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し,温泉水による酸度抑制が認められ,分散
分析法で検定すると,F｡-40.1>F.12(0.01)
-7.27となって温泉水飲用は対照 ｢コフエイ
ン｣溶液にくらべ過酸症例の胃液酸度を抑制
することがわかった.
b) 正常胃酸例
2例の成績では温泉水飲 用 と ｢コフエイ
ン｣溶液との間に大差を認め得なかった.
勲度
7Cl
C) 減酸症例
2例の平均値をくらべると,温泉水の飲用
は対照にくらべ胃酸分泌を促進する傾向が認
められたが,例数不足のためか,検定しても
有意差は認められなかった.
又,胃排出時間には両者共に対照と大差が
なかったし,悪心,下痢,腹痛等の副作用も
見られなかった.
第2図 皆生温泉飲用と胃液顧度 (1/2稀釈)
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第 3図 胃液に温泉水を加えた場合の滴定酸度
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Ⅳ.総 括
温泉水飲用の胃液分泌に及ぼす影響につい
ての研究は,吾が国に於いて も数多 くの報
告5).7),9)がある.扱て,一般に0.5-1.00/Oの
食塩水は胃酸分泌促進的であり,2.0%では
多少阻止し,3.0-4.0%は分泌を殆んど阻止
すると云われているが,含塩化土類食塩泉飲
用の胃酸分泌に及ぼす影響については,三沢
教授等8)の伊豆下賀茂温泉に関する報告があ
り 仝温泉水を湯又は水で以て2倍に稀釈し
て200-250m1.の飲用を適当とすると述べて
慨贋
いる.
吾々の成績をみても,皆生温泉水をそのま
飲ゝ用するよりも2倍に稀釈して用うる方が
有効であり妥当であることがわかる.
上述の成績にみる如く,皆生温泉飲用が過
酸症例の胃液酸度を抑制した事実を解明する
一法として温泉水自身の胃液酸度に対する態
度をみると,第 3,4図に示すように蒸滑水と
比べ著しい差異を認めることが出来なかっ
た.他方対照として使用した三朝温泉水の過
酸抑制には温泉水自体に胃液酸度減少作用の
関与6'も考えられたのであるが,皆生温泉
第4図 胃液に温泉水を加えた場合の滴定願度 (その2)
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では証明出来なかった.
†.結 言
河 田 義 郎
れば,顧分泌異常を伴う胃疾患に艮効を期待
しうると考えられる.
含塩化土類食塩泉である鳥取県皆生温泉は
飲用に適し,水道水で以て2倍稀釈して用 う
本報告の要旨は,第27回日本温泉気候物理医学会
絵会の席上発表した.
文 献
1)日本交通公社編 :日本温泉事典,昭32.
2)厚生省大臣官房国立公園部編 :日本鉱泉誌,昭29.青山書院
3)小林貞一 :中国地方- 日本地方地質誌,20,昭25.朝倉書店
4)御船政明 :同大温研報 (10)10,昭28.
5)森永 寛 :放研報 (1)1,昭23.
6)森永 寛 :日温気誌 投稿中 昭37.
7)斎藤幾久次郎 :日温気誌 20(3)1,昭32.
8)三沢敬義 :温泉 5(3)6,昭9.
9)杉山 尚 :日温気誌 19(4)122,昭30,現代内科学大系 (物理的原因による疾患),
昭34,中山書店.
19
Balneological Studies of Kaike Hot Springs CD
Effect of the Internal Use of Kaike Spring Water
on Gastric Acidity
Yoshiro KAWATA
Division of Internal Medicine, Institute for Thermal
Spring Research, Okayama University
Kaike Hot Spring is situated at the seaside, in the western part of Tottori
Prefecture, Japan. In chemical composition it contains 9.3 g. of salts per kilogram
of spring water and may be classified as a common salt spring.
The author examined the effect of the drinking of Kaike spring water on gastric
acidity in 21 patients.
a) Two hundred m!. of this spring water were given to 10 patients by stomach tube
at 37°C. The gastric acidity of the patients was measured at 30-minute intervals
for a period of 105 minutes following the administration of the spring water. In 3
cases of normal acidity and 6 cases of hyperacidiy, the spring water appeared to
inhibit the secretion of gastric acid, compared with the effect of the caffein control
water.
b) Two hundred m!. of the spring water diluted two-fold with tap water were
given to 11 patients. In two cases of normal acidity and two cases of hypoacidity,
on significant difference was observed between the effects of the spring water and
those of the control water. In all 7 cases of hyperacidity, however, the spring
water observably depressed the acid secretion of the stomach, as compared with
the effect of the control water.
On the basis of these results, the author concludes that it is advisable to use
the spring water diluted two-fold with tap water for the purpose of treating
gastric disorders.
